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Liquid Modernity and the Suicide Terrorism: 











































































































































































































































































































“beautiful terror (terrorism) is bom"というテロリズムを暗示するものとなっている点は注自すべきである。





























3 イストワールについての考察は、ノースロップ・フライ著、高杉[J俊一訳『神話とメタファ-j (法政大学出版、 2004年)
2 ~20参日言。 捌婆「合わせー鋭に<世界>をうっす新しい宅金J歴史と虚構(イストワール)のなかの<ヨーロッパ>J木
原誠・稲野毅・古河関IJ彦編(昭和堂、 2007年) 1 ~27亥参照。
4 ジヤンパッティスタ・ヴィーコ;イタリア人の太古の知恵(法政大学出版、 1988年)参照。
5 デリダは「自己免疫プロセスjのメタファーによって、テロルを巧みに説明している…-1その無慈悲な法とは、あら
ゆる自己免疫プロセスを統御する法のことです。周知のように、自己免疫プロセスとは、生ける存在者(生物)がみず
から、ほとんど自殺のごとき仕方で、自己自身の防御作用を破壊するよう働く、すなわち自己自身を守る免疫に対する
免疫を、みずからに与えるように働く、あの奇妙な作用のことですjユルゲン・ハーパーマス、ジャック・デリダ、ジェ
ヴァンナ・ボ、ツラッドリー 藤本一勇、浮塁詩史訳;テロルの時代と営学の使命(岩波、 2004年)141頁。
6 テロを個人の手に:憶し、機的を明機化しようとするのは近代的思考の一つの癖であるが、この癖のためにかえってテロ
の核心は不問にイすされることが多い。だが、テロリストは擦的にされ、名指されることを実は好んでいるという事実を
忘れるべきではない。彼らがテロを起こした場合、あえて声明文を出すのはこのためである。テロリストを名指し、そ
れに:e:戦布告することは、ハーパーマス古fいうとおり、テロを戦争に格上げする行為であり、テロに大義を1子えること
に等しいのである。ブッシュ政機は、テロの襟的を外部に求め、それを「慈の枢執jと呼ぶことで、テロを戦争に格上
げし、これにより内政悪化の寅任をうまく逸らし、一時娘、国内の人気を博すことに成功した。そうだとすれば、グロー
パリゼーション(パックス・アメリカーナー)とテロリズムは持ちつ持たれつの秘密、複の阿波を絡んでいることになり
(現在では9.11事件は fアメリカの陰謀=自作自演jであったとの憶測さえなされている)、つまりは、ニつは手Ifj害関係
をーにする同業者であるとさえいえる(一つの事件が起こった場合、通常、首謀者の特定は、そのことによって最終的
に得をしたのは設であったかによって濠解される場合が多いが、この点からみると、当持、もっとも得をしたのはグロー
パル化を勧めるアメメリカとグローパル・テロリストである)。このことによって(当時)手IJ答を得たのはこつのもので
182 木原 誠
あり、逆にその付けを支払っているのが、iH:界全体であることは明白で、ある。
7 ハーパーマス、デリダ参照。
8 そうだとすれば、この事件によって、「作品カ主審けなくなったjことが意味しているのは、プロットは劇的なものであれ
ばあるほどよいという誤った文学観が存在しているのでもなければ(，現実は小説よりも奇なりjというが、本来、小説
は奇である必要はまったくないのであり、むしろ、日常のありふれた現実がいかに驚きに満ちた苦?なるものであるか
生はそれ自体驚きに満ちた奇跡の中の奇跡であり、小説の素材は惰性・惰限から日を覚ましさえすれば日々無限に見出
せることはいうまでもないーを現実を「異化」することによって気づかせることに力点があるはずだ)、先述の近代的思
考口隆史と虚構の二項対立とその主従関係・不可逆性の設説が、虚構作用を照う文学においでさえも浸透しているとい
うこと、換言すれば、文学的想像力の絶望的交0SI化にあるとはいえまいか。
